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日

は じめ に

今から 1700年ほどIjijから約400年間、各地の豪肢が競い合うように大きなお基をつ くりました。

丘を削り、上を凝りあげて造った大きな幕、それが占噴です。

群馬県は、「占域~E問J といわれるほど、占ÌJ'tの多いことで有名です。県 Fには一万基を越える

古rsがあったそうです。この中には来日本故大の、全長210mもある太田市の天神山古噴をはじめ

とする大t有墳や、数々のすぐれた副葬品を，'/'.Iこした占j-sbすくなくありません。

占I員1I;'j代を通じて、特色のある古墳がたくさんつ くられていて、当時のII平馬県が強い)Jをも っ

ていたことカずわかります。

再史地)jにも、数多くの占t買があります。 '1 ' と条~IJ や丘￡四l を中心に、 200 基以上の古噴があ

ったようです。

中之条凹]では、小川、只f!il、横尾、平などに、いくつもの占境があつまって、古墳群をかたち

づく っているのが見られます。

しかし残念なことに、正式の発掘調査が行なわれた市墳はほとんどなく、実際の占墳のようす

もよくわかっていません。この調iEを第 A 歩として、出ftの中之条町のようすが、だんだん11)]ら

かになってゆくことでしょう 。

幸い、名久1118号rsは保存されることになり、 W，I-:した副葬品む町立歴史民俗資料館[に展示す

ることができました。一度失なわれてしまうと、 II}ぴ作ることのできない文化財をこのように、

未来に伝えてゆけることは、たいへんうれしいことです。このパンフレ y トとともに、ささやか

な暦史の旅を体験してください。

伊j Eヨ

1. このパンフレソトは、昭和57年 2)-j111

から 9nまで行なった名久山 8号噴の発掘

調:tiの慨要です。

2 古t員の保存を fiii伐としたため、発掘調1t

はI込少限にとどめました。

3. j貫丘については古、石室については古の

支社!III:i<Iをつくりました。

4. +i室内の 1:については、 1%目のふるい

をかけ、小さな造物も凡泌さないようにし

ました。

5 名久IrJ8 '，j-墳は、地主の小i曲l賢 さんの

術l好立で補修され、{呆イ了・されています。

5. この内rnからのtH上品は、 一指して、中

之条田n暦史民俗資料館に保管、展示されて

います。

7. この凋先に際して、小測さんの御家族や

m教育委L~会文化財保護課のみなさんにた

いへんお世話になりました。また、 (財Jltl'.%

mi.'llJ磁文化財調査事業同の街IH71で、金属

製造物について保作処理をしていただきま

した。この場を{背りて御礼'1'し仁げます。

1 11日拘158"1'3 J-J 20 1] fjl~'1 
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① 調査前の名久田8号墳

畑のかたすみにあって、石置き場にな

っていましfこ。

② 発掘調査

jlH¥Ji調査がはじまりました。市墳のを

をつかむため、 くわしく調べます。

③ 石室の調査

きれいに土をl収りHl，し、それをふるいに

かけます。小さなものも見のがしません。

発

掘

調

査

の

経

過 11 ④ 第2トレンチ

( I <見える層が火山灰層です。これを

下がかりに、古墳の大きさを調べます。

⑤ 町立第5小学校の見学

内I買 っ てなんだろう 。 どんなものがt_~1

てきたのかな?

今議ゐ

・J 附町、
‘件特

補附

⑥ 発銀後の名久田8号演

新し く ノ|ゴ まれかわ って 、 I~. (tの中之条

町について語りかけて くれます。



査調の丘墳

F.Aは、 6世紀のはじめころに降ったと与

えられ、占墳はこの上につくられています。

周|苅の土を掘って苛亙を築いたため、 1'-'-墳

のドにだけこのF.A府が残ったのでしょう 。

そうすると、この層の残っている範|川が、

背I貨の大きさに相当すると与えられます。

*1JII)の第 1トレンチでは石宅の中央線から

5.2mの範囲内に、そして西側1)の第 2トレンチ

では5.8mの範囲内にF.Aが妓っています。石

室入口前の部分も、 一定範凶lλlにこれが凡ら

れ、石室の床石下にも認められました。

これを手がかりに、古墳の大きさを与えて

みると、玄室の中央を中心とした直径11mの

1'1形が摘かれます。これが名久間 8号r1tの形

です。

この占墳は、直径11mほどの円墳であるこ

とがわかりました。

現.{E見られる委は、長い聞にくずれ、ある

いは畠耕作によ って少しづっ削られて、もと

の姿をうかがうことも難しくなっています。

f1Ii {J!i)では石室のm側までるが出てしまい、天

井は、ただ一つ残された布が高く飛びfJlrして

います。

古噴の京PGに帰!ったトレンチでは、古墳を

めぐる臓の跡、などはみっかりませんでしたが、

古成の周阿にかぎって、 !'{t.色い、かたくしま

った火IIJ灰の府がみつかりました。

群馬大学の新Jt房夫先生のお話によると、

この火山灰は、後宇;山のニソ 岳が爆発したl時

F.Aという火山灰だそうでに降ったもので、

す。
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石室の調査

ii塗は、 iJtZ防の検失呆石室です。遺体を

葬り、副葬品を納めた宝量と、そこに人る通

路にあたる淡泊とからなります。

さまざまな形のイヲを綴みあげて造つであり

ますが、|人ojjJ!iJのJ'.!Jluにはたいらな面iをそろえ

るように仁犬して組みあげています。天井や

奥砲には特に大きなイ7がm~、られます。 床に

は千イゴが敷かれています。

i茶道と」主主の境、 f~j立の入口には、それぞ

れ仕切りの石が間かれています。

a
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'J'央での長さ4.8m、五室の長さと lx.i庄の長

さはほぼ同じく 2.4mづっ、玄室奥壁のJ1J1. 8 

m 、 r~:J さも1. 8m 、 i茶道人口の JIJ は1. 2m ほ ど

です。

玄室の中央が墳丘の中心と考えられること、

~宅と 1茶道の長さが等しいこと、玄宅の長さ

とJIJが4対 3の比であること、そして、 30cm

を単1'/:として設計されたらしいことなどは、

市墳時代も終りに近いころの古tnの特徴とい

われています。
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さまざまな副葬品

武器 ・馬具
4きやか合

1-3は、金張リの刀の鞘金nです 4は

JJのっぽで、やはり金張りが施されます. 3 
at-η 

の鞘尻全共同rjrには.木製の鞘が残っていま

した。 二枚の版を卯lって、合わせています.

鞘尻金具町長さが約 14cmてヨす。

5は鉄製のやじりです。完全主形をしたも

のはありませんでしたが6片見っかりま Lた.

5の民さは14.3cmあります。

6は鉄製のくつわです。巾25""はどです.

か"'
鍔帯金具

この金共は t古代的役人炉、それぞれの{立

をぷすためにつけた加の飾金共です.位によ

って金具の大きさや材質がちがい また、使

川された年代b限均札るため 遺跡的性格や

q代を知るうえで.非常に重要な bのです。
t.o計

四角い巡Ji(1 -3)は、 r!J2cm(I・2)、2.2

叩高さは 2cmで !と 2は[，;1じ，iA}Jの長

裏的金具が離れた bのとおもわれます.

Sる"
下円形のA制(<lは、 nJ2問、μiき1.3cmて'

す JI~に故 L 小さい形式て\下級町役人、政

人のものでLょう o (5)は 41?の端をとめる

ii:l!です。
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耳肺りの金環{闘の芯に金張りのもの)が

"例.'t'1上しま Lた。よきさは少Lヴっちがい、

書大きいものがl克符 2.8cm、小さなものは

1.7cmはどです.
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名久田8号墳とその周辺

名久出 8弓I買は、吾妻郡中之条町大 ι平に

あります。中之条町の市街の東北方約 3kmほ

ど、名久田川の左岸に立地しています。この

平の地域には、他にも 20基ほどの古墳があっ

て、平古士員II干と呼ばれています。

町指定の史跡、 「樋塚古墳」もすぐ近くに

あります。樋塚古墳は、細長い、袖無し形の

石室をもっていて、名久間 8号墳より古く、

6甘t紀の中ごろにつくられたものと考えられ

ています。吾妻地方の古墳は、 5世紀の中ご

ろから造られるようになったようです。吾妻

町の机古墳がこのH寺期の古墳です。そして、

樋塚古墳のつくられたころが最強期で、以後

は少なくなっていくとされていました。とこ

ろが、名久川 8 号墳は、:J~I 二l二遺物などから 、

8世紀のはじめころ迄使われた古墳だという

ことがわかり、中之条l四]の廃史の空白を、少し

ですが、埋めることができました。

8世紀のはじめ、というと、全

悶的にみても、古墳はほとんどつ

くられなくなっています。大きな

古墳をつくって人々にその権力を

みせつけていた豪族たちは、こん

どはお寺をつくるようになってゆ

くのです。吾妻町の金井廃寺は 7

世紀後半ごろに建てられたお守で、

中之条町の伊勢天台瓦窯で、この

寺の原根瓦を焼いていたようです。

名久l[J8号噴に葬られた人は、新

しい仏教文化にふれながらも、伝

統的な古墳文化を保っていた最後

の人だったのかもしれません。

きて、このころの人々の{主んで

いたムラもあったはずなのですカ仁

まだはっきりしたことはわかって

いません。しかし、中之条町市城

には、古代に「市代牧」がおかれ

たとされており、さらに、吾妻町

植菜地区には、古代の上地区画である条里市1)

の名残りがあるといわれるなど、人々の生活

の跡はそこここに比ることができます。

時代をさかのぼって、縄文時代の遺跡は少

なくありません。

名久|五8号境周辺の畠からも、石斧や土器

片が出土していますし、匡|指定の重要文化財

である「ハート形土偶」は、吾妻岡lの郷原遺

跡、からH'，上したものです。

弥生時代はどうでしょう 。吾妻町の岩植山

遺跡、からは、東円本に弥生文化が入ってきた

ごく初めのころのお墓が発見されました。中

之条町折田の成田遺跡は、弥生時代後期の遺

跡です。しかし、弥生時代の吾妻の姿は、全

くといってよいほどわかっていません。今後

の研究によって解き明かさなければならない

問題がたくさん残っています。
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